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1）Antonio Gramsci, Quaderni del carcere, Edizione critica dell’Istituto Gramsci, a cura
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福祉大学研究紀要』竹村英輔教授追悼号, 98号第２分冊, 1998年３月, 104頁)。


















い箇所もある。そのため, 改訳を試み, その際, ここで検討する箇所に下線
を引いて便宜上, 記号〈ａ〉,〈ｂ〉を付したものをまず掲げることにする。


















































































『人間再生の社会理論』創風社, 1996年, 第３章, 153頁)。
7）竹村, 前掲, 59頁。







































〔英訳〕by contributing to modify the ensemble of the concrete conditions for
realising this will to the extent of one’s own limits and capacities and in the most
fruitful form.）（下線は引用者）
片桐訳は, この英訳文とほぼ同一の解釈にたっているとみられうる。しか




















10）Selections from the Prison Notebooks of Antonio Gramsci, edit. & trans. by Q. Hoare
and G. N. Smith, Lawrence and Wishart, London, 1971, p.360.
11）Antonio Gramsci, Cahiers de prison, Cahiers 10, 11, 12 et 13, Gallimard, 1978, p.136.
〔独訳〕indem dazu beigetragen wird, das Ensemble der konkreten
Bedingungen zu die disen Willen nach 	

 der eigenen





















という語は, グラムシにおいては, たとえば,「問題は, 恣意的な創造か, そ
れとも合理的な, すなわち, 人々の生活観をひろげ, 生活そのものを高める
（発展させる）のに, 人々に『有用な〔utile]』, 創造かどうか｣13） というよ
桃山学院大学社会学論集 第36巻第２号80
12）Antonio Gramsci, Band. 6, ArgumentVerlag, 1994. S.1341.























理性』概念の二つの位相｣, 松田博編『グラムシを読む』法律文化社, 1988年, 第
３章, 参照。
14）竹村, 前掲, 178頁。
15）前掲, 拙稿「グラムシ『獄中ノート』における…｣, 134頁, および, その稿の注
記14（145頁)。
16）片桐, 前掲, 272頁。
L’uomo da concepire come un blocco storico di elementi puramente individuali
e soggettivi e di elementi di massa e oggettivi o materiali coi quali l’individuo in
rapporti attivi. （下線は引用者）








くつかの要素, すなわち個人, 他の人間たち, 自然から構成されてい
る。…個人は…諸有機体の部分になる限りにおいて他の人間たちと関係す
る｣17）と記されており, このが, 問題の〈b〉におけるelementi di massa 













































者から知的に独立させるために, rovesciamento della praxisの必然的契機とし
て, 一つのヘゲモニーを破壊して別のヘゲモニーを創造するために, それと闘
い, 支配の道具というそれの本性をあばかなければならないものである｡」Ｑ
10Ⅱ§41XⅡ,Ｃ, p.1319.合Ⅱ, 124頁。なおこのＡ稿（Ｑ4§15, 20, および22）
にはrovesciamento della praxisの語は見られない。
「[ブハーリンにおいては〕因果性の法則や, 規則性, 常態性, 斉一性の研究が
史的弁証法を押しのけている。こんな発想の仕方からどうして超克〔superam






































































レクラム文庫のマルクス文選（Karl Marx, Lohnarbeit und Kapital, Zur Judenfrage
und andere Shriften aus der, Zweite Auflage, !"	#und eingeleitet von




























られたい, ここにおいて実践は, その本性によって, 反転するのだ。それは活


















ジェンティーレ自身, 上村氏により指摘されている とおり25）, 注解のなかで



















































な欠陥は対象, 現実, 感性がただ客体の, または観照の形式のもとでのみとら
・・・ ・・









的な態度とみなし, それにたいして, 他方, 実践はただそのさもしくユダヤ人
的な現象形態においてのみとらえられ, 固定される。それゆえ彼は『革命的な』
活動,『実践的批判的な』活動の意義を理解しない｡｣29) （傍点はイタリック）






28）Ｑ11§17C, p.1416.合Ⅱ,p.187. なお, Ａ稿Ｑ8§177, p.1049には「と現実」はな
い。











だが, それだけでない。グラムシは, このＦ第１テーゼにおいては, この
“実践としての現実”つまり, 実践的活動を通じて生成するものとしての具
体的現実, これを捕捉するだけでなく, さらにもう一つの実践次元, 特殊な
実践の次元としての, この現実を変革する「『革命的な』活動」＝「『実践的
批判的な』活動」の次元の存在にマルクスが言及していることを見落とさな





ムシのrovesciamento della praxisとは, その訳語にほかならないからであ
る。この訳語においてグラムシが言わんとしたことは, 既存の現実を変革す
る「変革的実践」とは, その現実が既存の様式における実践によって生成し
ている限り, ラディカルに言い換えれば, その既存の実践様式を変革, 転覆
することにほかならないということである。
桃山学院大学社会学論集 第36巻第２号90



















『グラムシの思想』青木書店, 1975年, 225頁, 参照)。
３.「実践を転覆する」
だから彼のrovesciamento della praxisとは文字通り「実践の転覆」なの
であり, そのことは, グラムシ自身が, 世界観から行為の実践的規範への移
行点について論じている『ノート』のある箇所で, その移行点につき,「そ
れはすなわち, そこにおいて, 世界観, 観想, 哲学が, 世界を変革し, 実践を
転覆することを〔a modificare il mondo, a rovesciare la prassi〕めざすゆえに,
『現実』になる点である｣31) , と明記していることからも疑いのないことな
のである。だからまたグラムシが, 哲学史について, それを「実践的活動を

















31）Ｑ10Ⅱ§28Ｃ, p.1266.合Ⅰ, 293頁。なおこのA稿（ Q8§210）には, このくだ
りはない。
32）Ｑ10Ⅱ§17Ｂ, p.1255. 合Ⅰ, 263頁。
33）Ｑ11§12Ｃ, p.1383. 合Ⅰ, 245頁。
34）この主題がさらに深められなければならないことも明かである。マルクスＦテー
った。彼は, それと異なってrovesciamento della praxisと訳したのであっ
た。この事実のなかにわれわれは, グラムシのジェンティーレ批判の意図を
桃山学院大学社会学論集 第36巻第２号92
ゼの解釈に関しては, すでに第１テーゼの段階で, ジェンティーレは, マルクス
のGegenstand〔対象〕を, グラムシの場合（Ｑ., p.2357）のようにoggetto
〔対象・客体〕と訳するのではなく, termine di pensier〔思考の終点・目標・




しているように, それを「すなわち, 感性的対象を生み, 措定し, 創造する活動
・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・































理解しえていないこと, である。これらのため, 結局, マルテッリも, 上村氏と
同様に, 上記の実践の２次元を踏まえて,「能動的, 主体的な実践」をさらに





















































































ての生成を媒介する ｢実践｣ の概念とは同義性を有しており，この ｢実践｣
























This paper deals with problems of how to read the following Gramsci’s texts
and his phrase in his Prison Notebooks(Q.).
1) Text1. contribuendo a modificare l’insieme delle condizioni concrete che
realizzano questanella misura dei propri limiti di potenza e nella forma
	
fruttuosa.(Q.10II, 48, II, p.1338)
2) Text2. L’uomo  da concepire come un blocco storico di elementi
puramente individuali e soggettivi e di elementi di massa e oggettivi o
materiali coi quali l’individuo in rapporti attivi.(Q.10II, 48, II, p.1338)
3) Phrase rovesciamento della praxis
The conclusion of the examination is as follows:
1) Text1 should be read by contributing to modify -----to the extent of one’s
own limits and capacities and in the most fruitful form.
2) Text2 should be read to mean that a historical block consists of not two cate-
gorical elements, but three categorical ones: elementi puramente individuali
e soggettivi, elementi di massa(other members of collective) and 
	----oggettivi o materiali.
3) The praxisis as an object of rovesciamento(overturn) in the phrase
	della praxisso that the phrase indicates to overturn (revolu-
tionize) the 	It doesn’t mean that the praxisoverturns by itself.
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Issues of Translation of Some Gramsci’s Phrases
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